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対象を広げ給付
エネルギー・食料品等価格高騰支援給付金

20日より開会の北区議会第2回定例会に補正予算を計上

20
日
よ
り
改
選
後
初
め
て

と
な
る
北
区
議
会
第
2
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
す
。

今
議
会
に
提
出
さ
れ
る
補

正
予
算
で
北
区
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

支
援
給
付
金
（
一
世
帯
あ
た

り
３
万
円
）
の
支
給
対
象
を

独
自
に
広
げ
ま
す
。

均
等
割
の
み
課
税

世
帯
な
ど
へ
拡
大

同
給
付
金
は
、
国
の
制
度

設
計
で
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
で
す
が
、
北
区
で

は
こ
れ
に
加
え
、
均
等
割
の

み
課
税
世
帯
、
課
税
者
の
扶

養
親
族
等
の
み
世
帯
、
家
計

が
急
変
し
非
課
税
世
帯
と
同

じ
水
準
に
収
入
が
落
ち
込

ん
だ
世
帯
（
あ
わ
せ
て
約

７
０
０
０
世
帯
）
に
ま
で
広

げ
、
2
億
１
０
０
０
万
円
の

予
算
を
計
上
し
ま
す
。

申
請
書
類
は
29
日
よ
り
対

象
世
帯
に
順
次
発
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
し
て
下
さ
い
。
申
請

受
理
後
、
概
ね
1
ヵ
月
で
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

党
区
議
団
の 

申
し
入
れ
が
実
る

日
本
共
産
党
北
区
議
員
団

は
、
5
月
に
山
田
区
長
に
対

し
、
価
格
高
騰
支
援
給
付
金

の
対
象
を
拡
大
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
２
０
０
億
円
に
積

み
上
が
っ
た
財
政
調
整
基
金

も
活
用
し
、
さ
ら
に
対
象
を

広
げ
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま

す
。（
の
の
山
け
ん
）

北区
独自に



区議会第 2 回定例会では補
正予算で、表面で紹介している
価格高騰支援給付金の拡大以
外にもさまざまな区民要望が実
現する見通しです。その一部を
ご紹介します。（のの山けん）

学校給食費無償化の
拡大・恒久化

福祉施設・医療機関
への給付金支給

高齢者補聴器
購入費用補助の準備

フリースクールの
授業料補助

区内共通商品券
発行・プレミア率拡大

自転車用ヘルメット
購入補助

14億４４１２万円

北区議会第2回定例会に提出される

1４97万円

944.5万円

４４57万円

1億3460万円

２400万円

補正予算の概要

幼稚園等の給食費無償化を
本年 4 月に遡及した上で、恒
久的事業として実現。また、
2023 年 4 月から既に実施して
いる区立小・中学校の給食費
完全無償化についても恒久的
事業として位置づける。

特に影響を大きく受ける特
養ホーム、老健施設、病院な
ど医療機関等に対し、エネル
ギー・食材費高騰の負担軽減
を目的に、国による地方創生臨
時交付金を活用した区独自の
給付金を給付する。

ヒアリングフレイル対策への
取り組みとして、北区医師会と
の調整を進め、高齢者補聴器
購入費用助成事業の開始に向
けた準備を進める。助成事業
の開始は、2024 年度を予定し
ている。

東京都から保護者への直接
補助（月額 2 万円）に、区独
自に月額 1 万円を上乗せして
授業料を補助する。また、小中
学校に専門の支援員を配置し、
校内フリースクール（居場所づ
くり）を設置する。

高齢者向け（9月販売）、子
育て世帯向け（12 月販売）の
区内共通商品券発行を 5000
冊から 7500 冊に、プレミアム
率を 15% から 25% に拡大し、
消費喚起のほか、商店街の活
性化を図る。

自転車利用者のヘルメット着
用が努力義務化されたことによ
り、区内自転車店舗等の協力
を得た上で、ヘルメット購入
費助成事業を開始する。なお、
小学生以下と高齢者には、区
独自に補助額の上乗せを行う。


